
医師　髙岡　直樹

この絵は、長い間フランスで活動していた静岡県出身の画家、山下充が、1977年に描いたものです。おそ

らく、南仏あたりの街並みを描いたもので、「白い家」というタイトルがキャンバス裏にあります。

太い筆でザクザクっと、一気に描き切っています。テレピ

ン油で薄く溶かした油絵具で、あえて水彩画風に仕上げて

いる気がします。

彼のこうした大胆でスピード感のある筆運びに魅せられます。

この独特のタッチで、その場の一瞬の光や動きを捉えよう

としているかのようです。中国の南画や日本の書に現れる、

かすれた筆跡のような洒脱さがあり、それが心地いいのだ

ろうと思います。どこかから、さわやかな風が吹き抜けて

ゆきます。

（鶏太郎）

今回のさんぽみち表紙は、７病棟の患者さまが合作された「秋の味覚」です。
去年は不漁による高騰でなかなか食卓に並ぶことのなかったサンマですが、
今年は出荷制限がかかるほどの豊漁だそうですね。
刺身に塩焼き、炊き込みご飯……今秋はサンマを堪能したいところです！

今後もさんぽみちへのご意見ご感想をお待ちしております。

　今年は大阪・関西万博の開催に、阪神タイガースの2年ぶりの優
勝と関西が非常に盛り上がった一年でしたね。地域全体に活気が満
ち、知らず知らずのうちに私たちの気分にも良い影響を与えてくれ
たように感じます。こうした嬉しいニュースが心のエネルギーになる
ことを、日々の診療で実感することがあります。
　一方で、季節は夏から秋へと変わり、空気の冷たさや日の短さか
らどこか寂しさを感じることがあるかもしれません。ポジティブな出
来事がある年だからこそ、自分の心の動きにも丁寧に目を向けてみ
ることが大切です。元気なときも、そうでないときも、自分自身を大
切にする気持ちを忘れずに。この秋が皆さまにとって穏やかな時間
となるよう、心より願っております。
　『さんぽみち秋号』が発行された現在は、いよいよクライマックス
シリーズも佳境といったところでしょうか・・・？選手たちの活躍から
目が離せませんね。

＜絵のある場所＞  有馬病院外来相談室

令和7年10月　広報委員会

やましたたかし

基 本 方 針
1. 良質の医療サービスを提供します。
人材育成に努め、安全や、人権に配慮した良質な医療を
提供します。

2. 精神障碍者の社会復帰を促進します。
地域の諸機関、施設等との連携に努め、復職支援等各々
の患者様の事情や、要望にあった社会復帰を促進します。

3. 地域の精神医療に貢献します。
精神科医療の地域への広報、啓発を進めるとともに、日
常診療や救急診療に幅広く対応し、地域の精神科基幹病
院として地域の精神科医療に貢献します。

理 念
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　8月8日、猛暑が続く中、今年は涼しい室内で夏祭りを開催しました。
　今年は皆さんが雰囲気を楽しめるよう、盆踊りと出店（からあげ・そうめん・かき氷）売店の
ジュースやお菓子が出ました。
　出店コーナーは常に満員な程人気で、から揚げは終了前には完売
いたしました。色々な所から「おいしい！」と声が聞こえ、そうめん・
かき氷も好評でかき込むように食べられる姿に心配するほどでした。
　室内でのやぐら大きく迫力があり（大きなやぐらは）、ちょうちん
飾りもあいまってお祭りムード満点。
　盆踊りは炭坑節とドンパン節で、踊りやすくした有馬病院バージョ
ンを代々引き継いで踊っています。やぐらのまわりでは、皆さま踊っ
たり手拍子したりと思い思いの参加をされていました。車椅子の方
もスタッフと一緒に輪の中を移動し、楽しそうに踊っていた姿は一
体感もあり印象的でした。

　皆さまと夏の思い出を作ることが出来ました。

　このたび、記念すべき10回目の収穫祭を開催させて頂くこととなりました。
　収穫祭では、医師による座談会や近隣の作業所による模擬店、デイケア活動、入院患者さまの
作品の展示・販売などさまざまな企画を準備しております。
　病院、患者さまに対する理解への一助となればと考えておりますので、みなさまのご来場を心よ
りお待ち申し上げております。

詳細は、チラシもしくは
HPをご覧ください 

第10回　収穫祭のご案内第10回　収穫祭のご案内

夏祭り夏祭り

　6病棟は女性の方が入院生活を送る療養病棟です。

　病棟では受け持ちスタッフが個人の個別性に合わせた取り組みを行い、周囲との偏りが出ないように統一

した関わりに注意しながら日々療養生活を安心して送れるように取り組んでいます。

　病棟内での作業療法ではちぎり絵や折り紙で作った花などホールの壁に並べて貼ったり、折り紙が難しい

人は塗り絵に取り組んだりと、個人がそれぞれで行ったものを1枚の用紙に貼りみんなで完成させていきま

す。他にもアロマ美容のプログラムではハンドマッサージや美容パックなど、女性らしさを取り入れたプロ

グラムをしています。

　また病棟内で働くスタッフには外国人就労支援にてネパールの方とも一緒に働いています。難しい日本語

にも関わりを通して学び、対応も丁寧で素敵な笑顔で患者さまへ親しみを持って接してくれています。

　デイケアでは週に一回、「俳句とお茶会」というプログラム

があり、日本の伝統文化である茶道を活動プログラムにとり

いれています。

　茶道は礼法や美意識に触れることで心が落ち着き、心身の

バランスを整える効果があります。

　病棟ＯＴでもお茶会のプログラムが行われることもあり、病

棟の患者さまにも茶道に触れる機会を作っています。

看護部だより看護部だより

リハ室だよりリハ室だより

「茶道」

病棟紹介

日 時 令和7年11月 15日（土）　10：00～ 15：30

内 容 座談会、デイケア喫茶、作品展示・販売 模擬店（カレー、豚汁、おにぎりなど）
各企業のブースでは体圧測定や認知症ＶＲ体験など 

2 3

Guest
Rectangle


